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ポリスチレン（PS）の耐衝撃性を高めるために、数%のブタジエンゴムを共重合させた耐衝撃性ポリスチレン（HIPS）があります。そ

の品質管理の一つの手法として熱分解GC法があります。そこで、ここではダブルショット・パイロライザー®を用いて、HIPS中微量

ブタジエンの定量分析についてご紹介いたします。 

HIPSの550℃におけるパイログラムを図1に示します。HIPSのモノマー成分であるブタジエン（B）とスチレン（S）が検出されていま

す。このパイログラムを繰り返し測定した際のBとSのピーク面積比（B/S）を表1に示しますが、その再現性は0.62%であり良好な再

現性が得られていることが分かります。実際の定量分析ではブタジエンの混合比が異なる試料を用いて検量線を作成して定量分

析を行います。 

        図1 HIPSのパイログラム 
熱分解炉温度：550℃,  スプリット比：1/50, GCオーブン温度：40℃→320℃（20℃/min） 

分離カラム：Ultra ALLOY+-5（5%ジフェニルポリシロキサン）  長さ 30m  内径 0.25mm  膜厚 0.25µm 

試料量：100µg,  検出器：水素炎イオン化検出器（FID） 
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表1 ブタジエン（B）とスチレン（S）のピーク 

         面積比（B/S） とその再現性 


